授業メモ　4/13

· 「〜かね？」

疑問の「か」に、相手に同意や反応を求める「ね」が付いた形。

· おもに年上の人が目下の人に尋ねる時に使う。現在ではあまり使わない。

1． 質問・疑問「いったいどうなったのかね？」「ここはいったいどこかね？」

2． 疑いながら相手に念を押す「本当のことかね？」

3． 「どうして」を伴って、非難や詰問を示す。

「きみ、どうしてそんなことするのかね」

· 「〜だい？」

疑問をあらわすが、親しさ・柔らかさがこもった言い方。

「君は誰だい？」

　「たくさん紙を使って、一体何を描いてるんだい？」

· 「〜さ」

1． 終助詞（動詞・い形容詞では終止形、名詞・な形容詞では語幹に付く）

終助詞「さ」は「よ」に似ているが、それよりも尊大・冷淡で、話題を打ち切りたい・相手の話を聞きたくない・自己中心で物事を進めたいなどのニュアンスがある。主に男性が親しい人との間で用いるが、上の項目ほど男性がよく使い、下の項目ほど女性でも使えるという傾向がある。

（1） 強意。自分の確信や判断を確認し、相手に印象づける。

「あいつになんか負けないさ」「全部あの女のしたことさ」

（2） 言い放し。傍観的で突き放したニュアンスで意見や判断を言う。

「自分の好きなようにすればいいさ」「大丈夫、心配ないさ」

（3） 詰問・反駁。少し強い調子で相手に問いかけたり、反論したりする。疑問詞とともに使う。

「何言ってるのさ」「それがどうしたのさ」

（4） 伝聞。「〜ってさ」の形で他人の話を紹介したり、説明したりする。

「明日は雨だってさ」「そのとき、あいつが来たんだってさ」

2． 間投助詞

　言葉を小休止させながら、相手の気持ちを自分に向ける・向けておく効果がある。

「あのさ、僕さ、ちょっと言い足りなかったんだけどさ・・・」

「ケイちゃんさぁ、この映画興味ある？」

· 伝聞をあらわす表現

Ａ．「〜そうだ」

　他人から聞いたことを言う場合に一番良く使われる表現。

　　「明日台風が来るそうだ」「この前ここで大事故があったそうですよ」

Ｂ．「〜と聞いている」

　「聞く」という動詞を使って、伝聞であることをよりはっきり表現した言い方。

　　「君が会社を辞めたがっていると聞いているが」

Ｃ．「〜という」「〜ということだ」「〜とのことだ」

　使い方は「〜そうだ」とほぼ同じ。

　　「テレビのニュースによればライブドアの株価がまた下がったという」

　　「彼の話だと、あの家にはもう誰もいないということだ」

Ｄ．「〜って」

　くだけた形だが、感情を伴った形としても使われる。しばしば終助詞「さ」「ね」を伴った形で使われる。

　　「晩ご飯はカレーだって」「今度結婚するんですってね」

· 「〜という」「〜ということだ」「〜とのことだ」「〜って」や「〜と聞いている」「〜と聞いた」などを使って、他人の発言や情報を伝言するのにも使われる。これらの形のあとには命令形や疑問形、「〜よう」「〜だろう」などの形も来ることができる。「〜そうだ」にはこの用法はない。

　　「明日事務所に来てくださいとのことです」「こちらに集まると聞きました」

　　「お母さんがちょっと来てって」

・「〜という」は一般的に言われている情報の伝聞・引用に使われることもある。「〜と言われている」を使うこともある。

　　「年をとると故郷が懐かしくなるという」

· 「〜とも」

相手への同意を示す終助詞。話し言葉で男性がときどき使う。

「協力していただけませんか？」「いいですとも！ こちらこそ喜んで」

「これから飲みに行くんだけど君も来ない？」「おう、行くとも」
